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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/28現在 

父島 

51.2/100 

母島 

73.4/100 

 

５月気象状況   （父島） 

最高気温   30.1℃ 

最低気温   17.3℃ 

平均気温   23.9℃ 

平均湿度   86％ 

月降水量   55.5mm 

住民基本台帳登録者数（６/1）  
 

 

             2,489人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,026人   463人 
 

 

 

  世帯      1,112    249 

ＮＯ．５８６ 

平成 23 年(2011) 

７/１(金) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

 

村長選挙の立候補者が１名の場合は、投票はおこないません。 
（投票所入場券も送付しません。） 

 

【選 挙 日 程】 
 

告 示 日      ７月１２日（火） 

繰上投票日（母島）  ７月１６日（土）  午前７時から午後８時まで 

投 票 日（父島）  ７月１７日（日）  午前７時から午後８時まで 

開 票 日           ７月１７日（日）  午後９時から（即日開票） 
 

 

【投   票   所】   
父 島 ： 小笠原村地域福祉センター 
母 島 ： 母島村民会館 

 

◎投票所へは投票入場券を持参してください。 
（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 
 
 

 最近、転入届を出された方 および ２０ 歳になられた方 へ、あなたは有権者でしょうか？ 
 あ な た の → 平成３年 ７月１９日以降 → 投票できません 
 生年月日は？ → 平成３年 ７月１８日以前 

↓ 

 小笠原村に転入の 

届出をしたのは 

いつですか？ 

→ 平成２３年４月１１日以前 → 投票できます （※転出された方は除く） 

 
→ 平成２３年４月１２日以降 → 投票できません 

 

 

【期日前投票制度について】 
 

投票日当日に投票所へ行けない方は、期日前に投票をすることができます。 
期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 
期日前投票所へは、投票所入場券を持参してください。 

 

◎投票の対象者 ： 期日前投票を行う日に選挙権のある方で、かつ 投票日当日に投票できない事由がある方 
（「宣誓書」の提出が必要です。） 

 

◎期日前投票期間 ： ７月１３日（水）～７月１６日（土）   

※母島の期日前投票期間は、７月１５日（金）までとなります。 
 

◎期日前投票所の場所と受付時間 ： 父 島  村役場総務課  午前８時３０分 ～ 午後８時 
母 島  母 島 支 所  午前８時３０分 ～ 午後６時 

 

７月１７日（日）は小笠原村長選挙の日です 

＜母島は７月１６日（土）繰上投票＞ 
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小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
の
改
選 

  

６
月
23
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
た
小
笠
原
村
選

挙
管
理
委
員
会
の
改
選
が
６
月
の
村
議
会
定
例
会
に

お
い
て
行
わ
れ
、
次
の
４
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
 

小
笠
原 

美
惠
子
（再
選
） 

 
 

奥

山 

光

男
（
再
選
） 

 
 

田

口 
 

茂 

（再
選
） 

 
 

伊

藤 

亜

玲
（
再
選
） 

 

●
問
合
せ
先 

選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
世
界
自
然
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て 

  

今
月
は
、
小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
白
黒
だ
と
わ
か
り

づ
ら
い
の
で
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（村
民
便
り
等
）

に
て
、
カ
ラ
ー
の
も
の
が
確
認
で
き
ま
す
。
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
】 

 
 

青
い
空
と
太
陽
を
バ
ッ
ク
に
、
大
陸
と
つ
な 

が
っ
た
こ
と
が
な
い
小
笠
原
に
生
命
を
も
た
ら
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
海
・
風
・
鳥
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
小
笠
原
諸
島
の
価
値
で
あ

る
地
形
地
質
（ボ
ニ
ナ
イ
ト
）、
生
態
系
（カ
タ
マ
イ

マ
イ
属
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
）、
生
物
多
様
性
（ア

カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
）を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
ボ
ニ
ナ
イ
ト
（無
人
岩
） 

吸
盤
の
よ
う
な
模
様
の
も
の
が
、
一
番
左
に

見
え
ま
す
が
、
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
が
始
ま

っ
て
ま
も
な
い
時
期
に
発
生
す
る
岩
石
で
す
。

陸
上
で
確
認
で
き
る
の
は
、
世
界
で
小
笠
原
だ

け
で
す
。 

○
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ 

一
番
下
の
細
長
い
植
物
で
す
。
小
笠
原
で 

は
、
休
憩
所
の
屋
根
や
踊
り
の
際
の
腰
ま
き
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

○
カ
タ
マ
イ
マ
イ
属 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
の
上
に
乗
っ
て
い
る

カ
タ
ツ
ム
リ
で
す
。
小
笠
原
の
固
有
陸
産
貝
類

を
代
表
す
る
存
在
で
す
。 

○
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト 

右
に
見
え
る
ハ
ト
で
、
通
称
「
ア
カ
ポ
ッ
ポ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
繁
殖
地
で
は
サ
ン
ク 

チ
ュ
ア
リ
を
設
定
し
、
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
ア
コ
ウ
ザ
ン
シ
ョ
ウ 

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
右
横
の
植
物

で
す
。
ミ
カ
ン
科
の
固
有
種
で
、
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
が
好
ん
で
そ
の
実
を
食
べ
ま
す
。 

○
ノ
ボ
タ
ン 

左
に
花
び
ら
が
３
種
類
見
え
ま
す
。
一
番
左

の
花
び
ら
が
４
枚
の
も
の
が
父
島
の
ム
ニ
ン

ノ
ボ
タ
ン
、
そ
の
上
の
花
び
ら
が
５
枚
の
も
の

が
母
島
の
ハ
ハ
ジ
マ
ノ
ボ
タ
ン
、
一
番
下
が
北

硫
黄
島
の
イ
オ
ウ
ノ
ボ
タ
ン
で
、
小
笠
原
諸
島

を
ノ
ボ
タ
ン
の
花
で
表
現
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
小
笠
原
諸
島
に
生
命
を
も
た
ら
し

た
海
・
風
・
鳥
な
ど
を
バ
ッ
ク
に
、
小
笠
原
の
さ
ま

ざ
ま
な
固
有
種
や
希
少
種
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
、
世
界
自
然
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。 

            

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

６
月
28
日
現
在
、
父
島
の
４
か
所
の
ダ
ム
の
総
貯

水
率
は
、
51
・
２
％
ま
で
低
下
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
ま
ま
低
下
し
続
け
た
場
合
、
ダ
ム
の
水
は
９
月
下

旬
に
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
見
込
み
で
す
。 

で
き
る
だ
け
貯
水
率
の
低
下
を
抑
え
、
安
定
し
た

 

【７月 １１日（月）以降、父島～母島間で転居された方の投票について】 
 

◎父島 から 母島 へ転居された方 ： ７月１７日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 
※７月１５日(金)までに母島で期日前投票を行うこともできます。 

 

◎母島 から 父島 へ転居された方 ： ７月１６日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 
※７月１６日(土)までに父島で期日前投票を行うこともできます。 

   

☆ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。） 
 

 
期 日 前 
投 票  場  所 

７月１３日（水） 
～７月１５日（金） 

７ 月 １ ６ 日 （ 土 ） 
母 島 繰 上 投 票 日 

父島 から 母島 へ 
 

転 居 さ れ た 方 

父島  村役場 
(午前８時３０分～午後８時) ○ 

○ 
母島 母島支所 

(午前８時３０分～午後６時) × 

母島 から 父島 へ 
 

転 居 さ れ た 方 

父島  村役場 
(午前８時３０分～午後８時) ○ 

○ 
母島 母島支所 

(午前８時３０分～午後６時) × 
 
【小笠原村以外の区市町村での不在者投票について】 

 

町村の長の選挙は、告示日から選挙期日（投票日）までの期間が５日間と短く、本村においては、本土との  

交通が船のみという事情も加わり、今回の選挙では村外での不在者投票を実施しても、投票日までに小笠原

村に送致することができませんので、予めご了承ください。 
●問合せ先  選挙管理委員会 ２－３１１１ 

世界自然遺産のロゴマーク 
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事

業

所 

一

般 

利
用
区
分 

６
千
円 

３
千
円 

７
月
ま
で 

９
千
円 

４
千
円 

８
月
か
ら 

 

水
道
水
を
送
り
届
け
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
節
水

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
後
貯
水
率
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
７
月

４
日
（
月
）
よ
り
、
扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
大
村
海 

 

岸
、
小
港
園
地
の
各
シ
ャ
ワ
ー
室
の
停
水
を
実
施
し

ま
す
。 

ま
た
、
推
移
し
だ
い
で
は
、
一
般
に
つ
い
て
も
給

水
制
限
等
を
実
施
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。 

【
節
水
ポ
イ
ン
ト
】 

○
歯
磨
き
・
洗
顔
な
ど
は
、
コ
ッ
プ
や
洗
面
器
な

ど
に
貯
め
て
か
ら
使
用
す
る
。 

○
こ
ま
め
に
、
蛇
口
の
開
け
閉
め
を
行
う
。 

○
お
風
呂
の
残
り
湯
は
、
有
効
利
用
す
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

島
嶼
会
館
の
休
館
に
つ
い
て 

 

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

島
嶼
会
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
震
災
の
被
害

に
よ
り
、
３
月
12
日
以
来
営
業
を
中
止
し
、
今
後
に

つ
い
て
、
各
町
村
長
・
議
長
を
は
じ
め
専
門
家
の
方
々

と
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
建
物
の
損
傷

が
著
し
く
、
補
修
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ 

と
、
ま
た
、
平
成
25
年
度
中
に
は
、
新
・
島
嶼
会
館

（仮
称
）が
開
業
す
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
営

業
の
再
開
を
断
念
し
、
建
物
は
解
体
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。 

住
民
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
新
・
島
嶼
会
館

開
業
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の 

で
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

平
成
23
年
６
月 

 
 
 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管
理
者 

石
野
田 

富
弘 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
事
務
所 

（東
京
都
港
区
海
岸
１
―
７
―
４
東
京
都
計
量
検
定
所
４
階
）

 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

 

小
笠
原
村
公
金 

「
お
支
払
窓
口
」
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
村
の
各
種
税
金
・
使
用
料
・
手
数
料
等 

 

は
、
次
の
窓
口
で
お
支
払
が
可
能
で
す
。
村
役
場
閉

庁
の
お
昼
の
時
間
帯
で
は
、
七
島
信
用
組
合
に
て
お

取
り
扱
い
が
可
能
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
お
支
払
可
能
窓
口
】 

○
村
役
場
出
納
窓
口 

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
15
分 

※
正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く 

《
小
笠
原
村
指
定
金
融
機
関
》 

○
七
島
信
用
組
合 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

《
小
笠
原
村
収
納
代
理
金
融
機
関
》 

○
み
ず
ほ
銀
行 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

 

●
問
合
せ
先 
出
納
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
８
０ 

 「
口
座
振
替
」
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
村
公
金
は
、
口
座
振
替
（口
座
自
動
引
き
落

と
し
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
項
目
】 

上
下
水
道
料
金
、
保
育
料
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

使
用
料
、
村
営
住
宅
使
用
料
、
村
都
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
利
用
料 

【
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関
】 

○
七
島
信
用
組
合 

○
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合 

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

口
座
振
替
は
、
現
在
手
続
き
中
の
た
め
、
引
き

落
と
し
可
能
と
な
り
し
だ
い
、
改
め
て
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

出
納
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
８
０ 

 

Ｉ
Ｔ
推
進
係
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
変
更 

 

７
月
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
用
の

通
信
回
線
を
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
光
回
線

へ
移
行
す
る
の
に
伴
い
、
８
月
よ
り
利
用
料
金
を
変

更
し
ま
す
。 

     

ま
た
、
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
通
信
ポ
ー

ト
の
制
限
を
撤
廃
し
ま
す
。 

 

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
中
断 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
交
換
作
業
の
た 

 

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
中
断

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
２
日
（土
）
午
前
１
時
〜
午
前
５
時 

 

◎
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
等
の
機
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

  

機
器
（伝
送
設
備
）を
、
利
用
者
の
都
合
に
よ
り
移

設
す
る
場
合
は
、
機
器
の
移
設
費
用
を
実
費
相
当
額

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。 

      
こ
れ
ら
の
機
器
の
電
源
は
常
に
入
れ
た
ま
ま
に
し

て
く
だ
さ
い
。
電
源
を
切
っ
た
ま
ま
で
い
る
と
緊
急

時
に
防
災
無
線
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま 

た
、
故
障
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
（電
気
代
は
月
額

10
円
程
度
か
か
り
ま
す
。
） 

 

こ
れ
ら
の
機
器
は
村
の
財
産
で
す
の
で
、
大
切
に

お
取
り
扱
い
く
だ
さ
い
。
故
意
・
過
失
に
よ
っ
て
機

器
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
損
害
を
賠
償
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
の
ご
案
内 

 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
今
月
よ
り

本
格
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

７
月
１
日
（金
）よ
り
次
の
方
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
よ
る
テ
レ
ビ
視
聴
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

○
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方 

○
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
員
の
方
で
小
笠
原
村 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
確
認
書
を
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
テ
レ
ビ
視
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
加
入
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
く 

 

か
、
利
用
確
認
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
受
付
・
提
出
先
】 

 

《
父
島
》
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

◎
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
口
座 

引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
視
聴
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。 

口
座
引
落
し
の
申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
窓
口

に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

現
在
、
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
、
七
島
信
用

組
合
は
口
座
引
落
し
手
続
き
可
能
で
す
。 

 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
現
在
手
続
き
中
の
た
め
、
引

き
落
と
し
可
能
と
な
り
し
だ
い
、
改
め
て
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。 

※
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
員
の
方
で
、
東
京
島
し
ょ

農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
よ
り
口
座
引
き

落
と
し
を
さ
れ
て
い
た
方
は
、
次
の
と
お
り
の
取

扱
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合 

８
月
分
か
ら
口
座
引
き
落
と
し
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
引
き
落

と
し
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推

進
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

現
在
、
口
座
引
落
し
手
続
き
中
で
す
。
口
座

引
き
落
と
し
が
可
能
に
な
り
し
だ
い
、
改
め
て

ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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◎
年
度
払
い
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

  
月
額
利
用
料
の
支
払
方
法
は
、
月
払
い
と
年
度
払

い
（
平
成
24
年
３
月
分
ま
で
）
が
あ
り
ま
す
。
年
度

払
い
を
希
望
す
る
方
は
、
総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
ま
た

は
、
母
島
支
所
に
て
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
情
報
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間
の
変
更 

 

７
月
１
日
（金
）よ
り
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間

を
変
更
い
た
し
ま
す
。 

利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

【
開
館
時
間
】
午
後
２
時
〜
６
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
７
８
０ 

 

保
存
水
の
配
布 

 

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
等
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
「
保
存
水
・
保
存
食
」
を
備
蓄
し
て
い
ま
す 

 
 

が
、
品
質
保
持
期
限
切
れ
の
「
保
存
水
」
の
有
効
活

用
と
し
て
、
村
民
の
皆
様
に
配
布
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。 

飲
料
水
と
し
て
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
車
両

の
洗
浄
や
庭
木
の
水
や
り
等
、
ご
家
庭
で
の
生
活
用

水
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
配
布
日
】
７
月
１
日
（金
）か
ら 

【
配
布
場
所
】
小
笠
原
村
役
場
本
庁
舎 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

国
民
年
金
に
つ
い
て 

  

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
申
請
免
除
・
納
付
特
例
・
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。 

○
申
請
免
除
（全
額
免
除
・
一
部
免
除
） 

 
 

被
保
険
者
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の

収
入
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
受

け
ら
れ
ま
す
。 

○
学
生
納
付
特
例 

 
 

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
に
通
っ
て
い
る
学

生
で
、
前
年
の
収
入
が
一
定
基
準
以
下
の
場 

 

合
、
申
請
に
よ
り
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

○
若
年
者
納
付
猶
予 

 
 

被
保
険
者
（
30
歳
未
満
）・
配
偶
者
の
前
年
の
収

入
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。 

○
退
職
（失
業
）に
よ
る
特
例
免
除 

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退

職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

（配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と

き
は
保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
）特
例
免
除
と
は
、
退
職
者
の
本
人
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
。 

【
手
続
き
】 

村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
に
「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
の
際
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
は
、
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
お

よ
び
認
印
の
ほ
か
、
申
請
の
種
類
に
よ
り
必
要
な

添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
23
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成
23
年

７
月
１
日
（金
）か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
23
年
７
月

か
ら
平
成
24
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎

年
度
必
要
で
す
。 

た
だ
し
、
平
成
23
年
７
月
に
申
請
す
る
場
合 

は
、
平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成
23
年
６
月
ま
で

の
期
間
（前
一
年
間
分
）に
つ
い
て
も
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
７
月
に
前
一
年
間
分
の
免
除
等

も
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
二
枚
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

い
ず
れ
の
制
度
も
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。
（一
部
免
除
の
期
間
は
、
一
部
納
付
分

の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
） 

 
 

な
お
、
申
請
免
除
の
承
認
期
間
に
限
り
、
年
金

額
の
計
算
に
一
部
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
学
生
納
付

特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
期
間 

 

は
、
保
険
料
の
納
付
が
な
い
限
り
年
金
額
の
計
算

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

い
ず
れ
も
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（追
納
）。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
三
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
よ
り
一
定
の
額
が
保

険
料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

 

村
で
は
、
30
歳
以
上
の
女
性
の
方
に
対
し
て
、
村

が
指
定
す
る
内
地
の
医
療
機
関
で
受
け
る
、
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
行
い
た
し
ま
す
。
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
み
が
必
要
で
す
。 

こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
発
行
対
象
の
が
ん
検
診
を

内
地
で
受
診
す
る
方
の
み
利
用
す
る
も
の
で
す
。 

12
月
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」
に

お
い
て
、
子
宮
が
ん
検
診
（検
診
内
容
は
同
じ
）・
乳

が
ん
検
診
（超
音
波
検
査
お
よ
び
視
触
診
を
実
施
）を

受
診
す
る
方
は
、
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
対
象
者
】 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

○
子
宮
が
ん
検
診
用 

 

○
乳
が
ん
検
診
用
（マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
触
診
）

 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

 
 

医
療
法
人
社
団 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

 
 

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
６
―
５
（Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
）

 

【
受
診
で
き
る
期
間
】 

７
月
15
日
（金
）〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（土
）

 

（土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。
） 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
先
】 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

な
お
、
４
月
１
日
現
在
、
次
の
年
齢
で
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
は
、
国
が
定
め
る
本
事
業
の
対
象
者

で
す
の
で
、
申
し
込
み
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
直
接

ご
自
宅
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す
。 

【
子
宮
が
ん
検
診
対
象
者
】 

 
 

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳 

【
乳
が
ん
検
診
対
象
者
】 

 
 

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
７
月
19
日
（火
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

第
21
回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、
「
第
21
回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

 
 

に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ

ま
す
。
公
証
人
が
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る
場

合
は
有
料
で
す
。 

【
日
時
】 

 

○
７
月
７
日
（木
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

○
７
月
８
日
（金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
母
島
の
み
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

を
除
く 

【
場
所
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し

て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 
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◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

「
知
的
財
産
権
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」 

 

特
許
権
や
商
標
権
と
い
っ
た
知
的
財
産
権
は
、
今

や
大
会
社
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ 

も
、
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
た
商
品
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
回 

 

は
、
こ
の
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
、
精
通
し
た
法
律

家
が
、
お
話
を
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
８
日
（金
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
付
期
限

は
、
８
月
１
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
を
申
し
込
ま
れ
て
い

る
方
は
、
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

南
島
を
利
用
さ
れ
る
村
民
の
皆
様
へ 

 

南
島
で
は
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
一
般
村
民
自
ら
の

利
用
（ガ
イ
ド
業
者
の
ツ
ア
ー
以
外
で
村
民
が
南
島

に
入
島
す
る
場
合
）に
つ
い
て
、
村
へ
の
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 

ガ
イ
ド
の
同
行
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
的

な
遵
守
事
項
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
同
様
に
な
り
ま
す
。 

（
定
め
ら
れ
た
経
路
以
外
を
利
用
し
な
い
。
滞
在
は 

２
時
間
以
内
な
ど
。
） 

入
島
す
る
場
合
は
、
前
日
ま
で
に
産
業
観
光
課
に

て
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
腕
章

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
入
島
時
は
必
ず
代
表
者
が

装
着
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
で
実
施
し

て
い
る
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
講
習
」
を

修
了
し
て
い
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
の
結
果 

 

６
月
８
日
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
品
質

の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品

評
会
を
実
施
し
、
出
品
さ
れ
た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

審
査
は
、
出
品
者
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
た

後
、
形
、
色
づ
き
、
揃
い
、
傷
の
有
無
お
よ
び
熟
度

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
総
合
評
価
を
行
い
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
審
査
項
目
に
お
い
て
高
評
価
を
得
た

次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
金
賞 
小
笠
原
村
長
賞
】
藤
谷
農
園
（母
島
） 

【
銀
賞 

小
笠
原
支
庁
長
賞
】
友
野
農
園
（父
島
） 

【
銅
賞 

農
協
組
合
長
賞
】
比
企
農
園
（母
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

 
 
 

（産
業
観
光
課
内
） 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用(

任
期
付)

】
６
月
27
日
付 

医
療
課
（父
島
診
療
所
） 

 
 

大
倉 

綾
〔
看
護
師
〕 

【
採
用
】
７
月
１
日
付 

村
民
課  

丸
山 

恵
子
〔
保
健
師
〕 

【
派
遣
職
員
（転
入
）】
７
月
１
日
付 

医
療
課
診
療
所
係
（父
島
診
療
所
） 

 
 

寺
澤 

昌
一
郎
〔
医
師
〕
《
東
京
都
》 

【
派
遣
職
員
（転
出
）】
６
月
30
日
付 

東
京
都 

藤
原 

正
識
〔
医
師
〕 

《
医
療
課
診
療
所
係
（父
島
診
療
所
）》 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
28
日
〜
６
月
６
日 

○
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
会
議
出
席 

○
島
嶼
町
村
会
会
議
出
席 

○
東
京
都
町
村
会
会
議
出
席 

○
東
京
都
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
出
席 

○
全
国
離
島
振
興
協
議
会
総
会
出
席 

○
東
京
都
財
政
ヒ
ア
リ
ン
グ 

等 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    
 母

島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
４
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  
母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
11
日
（月
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
終
了
後

も
引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は

再
申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

小
笠
原
か
ら
内
地
へ
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
等
の
害

虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し
て

い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ
つ

ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
よ

り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
根
付
き
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
根
付
き
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

        

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生

茎
葉
お
よ
び
生
塊
根
等
の
地

下
部 

植 
 
 

物 

 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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【
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

          

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp:/

/w
w
w
.m

aff.g
o.jp/

pps/ 
 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
実
施 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。 

【
時
期
】
９
月
中
旬
〜
10
月
下
旬 

 
 
 
 

（こ
の
期
間
の
う
ち
、
夜
間
６
日
間
程
度
） 

【
対
象
者
】 

平
成
24

年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に 

１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

  

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い

ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
り
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す
が
、
皆

様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
作
業
区
域
内
に
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（国
有
林
指
定

ル
ー
ト
を
除
く
） 

【
期
間
】
７
月
３
日
（日
）〜
14
日
（木
） 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
５
時
〜
正
午 

【
作
業
区
域
】 

石
浦
か
ら
巽
湾
側
に
亀
之
首
ま
で
の
沿
岸
お

よ
び
そ
の
周
辺
山
域 

       
 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
の
通
行
止
め 

  
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た 

 

め
、
追
い
込
み
捕
獲
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
中
山

峠
周
辺
で
行
い
ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
小
港
か
ら
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
・
高
山
方
面
の
遊

歩
道
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
日
】
７
月
４
日
（月
）、
11
日
（月
） 

※
天
候
等
で
中
止
に
な
っ
た
場
合
は
、
７
月
13
日

（水
）を
、
通
行
止
め
に
し
て
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
小
笠
原 

父
島
・
母
島
の
交
換
機
工
事 

 

電
話
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
に
向
け
、
現
在
の
交

換
機
を
新
し
い
交
換
機
に
取
り
換
え
る
工
事
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
７
日
（木
） 

※
午
後
８
時
30
分
〜
９
時
30
分
の
間
の
、
約
３

分
〜
５
分
程
度
ご
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

【
対
象
】
一
般
電
話
回
線
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線 

【
局
番
】
０
４
９
９
８
―
２
、
０
４
９
９
８
―
３ 

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
ご
家
庭
に
配

布
い
た
し
ま
す
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
交
換
機
工
事
の
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
東
京
小
笠
原
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
４
０
１ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

７
月
の
開
館
日
は
、
７
月
17
日
（
日
）
ま
で
は
、
お

が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
の
み
開
館
し
ま
す
。 

20
日
（水
）よ
り
毎
日
開
館
し
ま
す
。
７
月
末
か
ら

夜
間
開
館
、
夏
季
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

【
講
演
会
】 

 

小
笠
原
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
・
ガ
イ
ド 

〜
種
子
は
海
鳥
に
乗
っ
て
旅
を
す
る 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
15
種
の
海
鳥
が
繁
殖
し
て

い
ま
す
。
そ
の
海
鳥
た
ち
が
植
物
の
分
布
拡
大
に

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。 

《
講
師
》
青
山 

夕
貴
子 

（東
北
大
学
大
学
院
・
生
命
科
学
科
） 

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》
川
上 

和
人 

（森
林
総
合
研
究
所
） 

《
日
時
》
７
月
１
日
（金
）午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

【
特
別
展
】
船
と
ぼ
く
ら
と
小
笠
原 

〜
船
の
歴
史
は
小
笠
原
の
歴
史
〜 

【
写
真
展
】 

返
還
（昭
和
43
年
）か
ら
20
年
間
の
移
り
変
わ
り 

【
企
画
展
】 

頑
張
ろ
う
東
北
・
関
東
！ 

陸
前
高
田
市
！  

〜
小
友
浦
船
漂
着
１
７
０
周
年
展
〜 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
７
月
22
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
夜
店
出
店
者
募
集 

 

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
」
の
各
イ

ベ
ン
ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。 

【
申
込
期
間
】
７
月
21
日
（木
）〜
31
日
（日
） 

【
申
込
方
法
】 

 
 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
出
店
の
内
容
に
よ
り
品
目
お
よ
び
場
所
を
事
前

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特

に
新
規
の
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

 
 

福
本
信
孝 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

○
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
保

健
所
に
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

《
日
時
》
８
月
５
日
（金
）
午
後
６
時
〜 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》
８
月
６
日
（土
） 

《
盆
踊
り
》
８
月
11
日
（木
）
〜
13
日
（土
） 

《
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ボ
ニ
ン
タ
イ
ム
》
８
月
21
日
（日
） 

《
フ
ラ
オ
ハ
ナ
》
８
月
27
日
（土
） 

《
野
外
映
画
会
》
８
月
28
日
（日
） 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

 

島
の
食
材
を
活
か
し
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

  

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

手 

荷 

物 
携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

定
期
船
出
港
日 

 
 

出
港
１
時
間
前
〜 

平
日
（午
前
８
時 

 
 
  

  

〜
午
後
５
時
） 

時 

間 

 



  NO．586   平成 23（2011）年 7 月 1 日（金）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-7- 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

  
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
好
き
な
あ
な
た

の
力
を
待
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 
２
―
２
５
８
７ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（大
村
海
岸
） 

 

夏
休
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
く
の
方
に
よ
る
利

用
が
見
込
ま
れ
る
海
岸
を
綺
麗
に
保
ち
、
島
民
も
観

光
客
も
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
18
日
（月
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

  

◎
も
っ
と
知
り
隊
！ 

※
抽
選 

山
の
ネ
コ
を
東
京
の
動
物
病
院
に
届
け
よ
う 

 

【
日
時
】
７
月
16
日
（土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
集
合
お
よ
び
解
散
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
持
ち
物
】
飲
物
、
弁
当
、
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も

い
い
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル 

 

◎
満
月
の
森
で
あ
そ
び
隊
！ 

※
抽
選 

 

夜
の
道
を
旭
山
駐
車
場
か
ら
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ま
で
歩

い
て
み
よ
う
。
満
月
の
夜
ど
ん
な
動
物
に
あ
え
る
か

な 

【
日
時
】
７
月
15
日
（金
）午
後
６
時
〜
８
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
旭
山
駐
車
場 

【
解
散
場
所
】
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

※
送
り
迎
え
が
必
ず
で
き
る
方
限
定
で
す
。 

【
募
集
人
数
】
15
名
（小
学
３
年
生
〜
中
学
生
対
象
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
持
ち
物
】 

動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
飲
み
物 

 

◎
共
通
事
項 

 

【
申
込
締
切
】
７
月
１
日
（金
） 

【
申
込
方
法
】 

 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
申
込
箱
に
申

込
用
紙
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

※
詳
細
は
、
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
15
回
「
二
星
・
織
姫
と
彦
星
」 

 

今
年
も
や
っ
て
き
た
七
夕
の
季
節
。
ど
の
星 

 

に
、
ど
ん
な
お
願
い
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
？ 

織

姫
と
彦
星
を
見
つ
け
て
、
織
姫
が
得
意
な
願
い
事
を

知
ろ
う
。 

【
日
時
】
７
月
６
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
申
込
方
法
】 

小
学
校
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
７
月
５
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

国
立
天
文
台
内 

 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

                                       

 
 

  

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
８
日
（金
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
11
日
（月
）
、
12
日
（火
）
、 

 
 
 
 
 
 
 

  

14
日
（木
）
、
15
日
（金
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）
午

後
１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種 

 

平
成
７
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
に
、
20
歳
未
満
ま
で
日
本
脳
炎
の
定
期

予
防
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
23
年
度
は
、
原
則
と
し
て
次
の
方
に
接
種
の

ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
（誕
生
月
に
案
内
を
し
ま

す
） 

【
対
象
者
】 

 

《
３
歳
児
》
１
期
初
回
接
種 

《
４
歳
児
》
１
期
追
加
接
種 

《
小
学
３
年
生
、
４
年
生
》 

（
平
成
13
年
年
度
、
14
年
度
生
ま
れ
） 

１
期
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
場
合
、
１
期

接
種
の
残
り
の
回
数 

 

※
１
期
接
種
を
逃
し
た
こ
れ
以
外
の
方
（
平
成
15
〜

18
年
度
生
ま
れ
）
へ
の
１
期
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
量
も
踏
ま
え
つ
つ
、
次
年
度
以
降
に
ご
案

内
す
る
予
定
で
す
が
、
希
望
が
あ
る
場
合
は
定
期

予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

７月の燃料油価格変動調整金 
 

 ７月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，０８０ （+1,016） 

２  等  品 ８，５１３ （+953） 

３  等  品 ７，９４５ （+889） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９１０ （+102） 

０．０７５トン以下 ６８６ （+77） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，５７０ (+790) ２，２９０ (+400) 

１ 等 ９，１５０ (+1,590) ４，５８０ (+800) 

村民割引 
（往復）２等 ５，９５０ (+1,030) ２，９８０ (+520) 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２７，３６０ (+2,260) １３，６８０ (+1,130) 
特 ２ 等 ３９，６６０ (+3,280) １９，８３０ (+1,640) 
１ 等 ５４，７１０ (+4,520) ２７，３６０ (+2,260) 
特 １ 等 ６２，４００ (+5,160) ３１，２１０ (+2,580) 
特 等 ６８，４５０ (+5,660) ３４，２３０ (+2,830) 
２等（学割） ２１，８９０ (+1,810)  

２等 
（身体障害者割引） 

１３，６８０ (+1,130)  ６，８５０ (+570) 
村民割引 
（往復）２等 ３６，９１０ (+3,050) １８，４７０ (+1,530) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，１１６ (＋912) 

２  等  品 １５，００３ (＋849) 

３  等  品 １３，８０１ (＋781) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６１４ (＋91) 

０．０７５トン以下  １，２０２ (＋68) 
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自衛隊敷地内の側溝に落ちたカメ 

※
２
期
接
種
を
逃
し
た
方
（平
成
７
年
６
月
〜
平
成

12

年
度
生
ま
れ
）
へ
の
ご
案
内
は
未
定
で
す 

 
が
、
希
望
が
あ
る
場
合
は
９
歳
以
上
で
あ
れ 

 

ば
、
定
期
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
希
望
の
方
は
、
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
22
日
（金
）午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

 

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
26
日
（火
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級 

 

◎
お
や
つ
の
会
（父
島
）

 
  

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子
様
と

保
護
者 

【
日
時
】
７
月
28
日
（木
） 

 
 
 
 
 

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

今
回
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
７
月
11
日
（月
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
必
要
な
も
の
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

     

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
マ
ッ
コ
ウ
の
夏 

  

小
笠
原
で
は
２
０
０
１
年
か
ら
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ

の
潜
水
行
動
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
で 

 

は
、
東
京
大
学
や
長
崎
大
学
、
帝
京
科
学
大 

 
 
 

学
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
ク
ジ
ラ
の
潜
水
行
動
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
と
呼
ば
れ

る
記
録
計
を
ク
ジ
ラ
の
体
へ
取
り
付
け
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
を
体
に
取
り
付
け
る
こ
と 

で
、
遊
泳
速
度
や
潜
水
時
間
、
深
度
な
ど
を
記
録
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち

人
間
の
代
わ
り
に
対
象
動
物
が
記
録
を
と
る
手
法
を

「
バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
」
と
呼
び
、
様
々
な
生
物
に
応

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
潜
水
行
動
調
査
で
は
、
今
ま

で
に
25
個
体
の
潜
水
行
動
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
昼
夜
で
潜
水
深
度
が
異
な
る
こ
と

（昼
は
約
１
千
ｍ
、
夜
は
約
４
０
０
ｍ
）、
や
深
海
で

は
加
速
し
、
餌
を
追
い
か
け
て
い
る
よ
う
な
行
動
が

み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
で
は
、
ク
ジ
ラ
が
実
際
に
深
海
で
何
を
し
て

い
る
の
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
記
録
計
に
カ
メ
ラ
を

付
け
加
え
た
も
の
（カ
メ
ラ
ロ
ガ
ー
）を
取
り
付
け
る

調
査
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
カ
メ
ラ

ロ
ガ
ー
を
使
っ
た
研
究
で
は
、
ア
ザ
ラ
シ
や
海
鳥
の

餌
を
捕
獲
す
る
行
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
小
笠
原
で
見
ら
れ
る
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ 

 

は
、
水
深
５
０
０
ｍ
よ
り
深
い
海
域
に
多
く
分
布
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

  

こ
の
海
域
に
は
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
餌
と
な
る

イ
カ
な
ど
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た 

 

ら
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
が
餌
を
食
べ
る
瞬
間
映
像
を

記
録
す
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

今
年
も
マ
ッ
コ
ウ
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
新
し
い

知
見
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
122 

 

―
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
上
陸
速
報
― 

 

前
号
で
お
伝
え
し
て
い
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

上
陸
に
つ
い
て
は
、
予
想
通
り
今
年
は
ペ
ー
ス
が
非

常
に
早
い
よ
う
で
す
。 

大
村
海
岸
で
も
１
晩
で
15
頭
を
越
え
る
上
陸
が

確
認
さ
れ
る
日
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の 

６
月
は
夜
間
調
査
中
に
１
頭
も
上
陸
し
て
来
な
い
日

が
何
日
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
の
父
島
列
島
天
然
浜
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
で

も
３
０
０
巣
を
超
え
て
い
ま
す
（
６
月
20
日
現
在
）
。  

産
卵
上
陸
数
の
増

加
に
伴
い
産
卵
海
岸

の
外
へ
迷
走
し
て
し

ま
う
ウ
ミ
ガ
メ
も
増

え
て
い
ま
す
。
５
月

29

日
に
は
奥
村
の

平
成
橋
付
近
の
河
口

ま
で
侵
入
。
６
月
８

日
に
は
扇
浦
交
差
点

を
迷
走
。
６
月
13

日
・
14
日
に
は
海
上

自
衛
隊
敷
地
内
奥
と

ヘ
リ
ポ
ー
ト
発
着
場

奥
へ
迷
走
。
こ
れ
か
ら
も
迷
走
が
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
迷
走
し
た
ま
ま
日
が
昇
っ
て
し
ま

う
と
、
炎
天
下
の
中
で
は
数
時
間
で
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。 

※
ウ
ミ
ガ
メ
の
観
察
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
海
岸

で
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
た
り
、
歩
き
回
っ
た
り
、
ウ

ミ
ガ
メ
に
不
注
意
に
近
づ
い
た
り
す
る
と
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
上
陸
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
産
卵
を
途
中

で
止
め
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
続
く
と
ウ
ミ
ガ
メ
は
水
中
で
卵
を
産
ん
で
し

ま
い
、
呼
吸
を
し
て
い
る
卵
は
全
て
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
上
陸
・
迷
走
を
見
か
け
た
ら

早
急
に
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
携
帯
電
話
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

携
帯
電
話 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

 
 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin-
oce

an.net 

マッコウクジラの発見位置 

点線は水深 500m 

父島 
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クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：この夏は節電したいから、エアコンは使わずに我慢しようかな～。 
 

保健師：クジラさん、我慢はダメですよ！節電を意識するあまり熱中症予防を止めたら体調を崩 

してしまいます。 
 

クジラ：体調は崩したくないので我慢は止めます。周りにも熱中症予防より節電を優先している

人がいたら教えてあげよう。 
 

保健師：そうですね、まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことはとても大切ですよ！

一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、予防を呼びかけ合って、熱中症による
健康被害を防ぎ夏を乗り切りましょう。 

◎熱中症とは 

暑い環境にいることで体の水分や塩分のバランスが崩れた 

り、体温の調節ができなくなるために起こり、重症の場合は命に

かかわることもあります。熱中症は次のような時に発生しやすい

事が分かっています。 

 

◎熱中症かなと思ったら 

熱中症の症状には次のようなものがあります。軽い症状であっ

ても急に重症になることがありますから注意が必要です。体調が

すぐれない場合は、早めに診療所に行きましょう。また、意識が

ない、反応がないという人を見つけた場合は、すぐに１１９をし

ましょう。 

～熱中症にならないためのポイント～ 
 

熱中症予防には「水分補給」と「暑さを避

ける」ことが大切です！ 
 

○こまめな水分・塩分補給 

高齢者、乳幼児、障害児・者の方は、の

どの渇きを感じなくても、こまめに水分補

給を。 
 

○体調に合わせた取り組み 

こまめな体温測定、通気性の良い、吸湿・

速乾の衣服着用、保冷剤、氷、冷たいタオ

ルなどによる体の冷却。 
 

○熱中症になりにくい室内環境 

扇風機とエアコンを使った温度調節、こ

まめな室温確認。無理をしてエアコンを使

わないと体調を崩すことがあります。 
 

○外出時の準備 

日傘や帽子の着用、日陰の利用とこまめ

な休憩 

気温が高い（28 度以上）

湿度が高い（70％以上） 

風がない 

直射日光にあたっている 

暑さ慣れしていない 

同じ気温でも湿度が高いほ

うがかかりやすい 

暑い日が続く時より、急に

暑くなったときのほうがか

かりやすい（5 月くらいか

ら熱中症にかかる人がいま

す） 

熱中症になった時の処置は・・・

○涼しい場所に避難させる 

○衣服を脱がせ、体を冷やす 

○水分・塩分を補給する 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １３７ 号   ― 

 

危険！ 
 

めまい、吐き気、だる

さ、頭痛、嘔吐などにな

ります。 

急いで医療機関に行

きましょう。応急処置の

ほか、足を高くする、手

足の先から体に向かっ

てマッサージをするな
ども有効です。 

至急対応を！ 
 

意識不明、呼吸が速く

なる、手足が動かない、

おかしな言動や行動等に

なります。 

緊急事態ですので、急

いで医療機関に行きま

す。（内地では救急車を呼

ぶ）。 

注意！ 
 

手足やお腹の筋肉が

けいれんします。 

いつもより元気がな

い、食欲がない、うとう

と居眠りをするなども

熱中症の可能性があり

ますので、水分をとって

ください。体温が 37 度
以上なら受診を。 



情報センター開館時間変更 小笠原村長選挙繰上投票日（母島）

「保存水」の配布開始 もっと知り隊！開催

ビジターセンター講演会開催

島であそび隊！申込締切 出港日

インターネット利用中断 小笠原村長選挙投票日（父島）

高校図書館開放

出港日 ビーチクリーン（大村海岸）

銃器による父島のノヤギ駆除（都～14）

高校図書館開放

世界遺産説明会（父島） 行政相談所の開設

母島巡回労働相談

ジョンビーチ方面遊歩道の通行止め

世界遺産説明会（母島） 入港日

ギャラクティック・キッズ申込締切

ギャラクティック・キッズ開催 サマーフェスティバル夜店出店者募集開始（～31）

入港日 乳幼児健診・歯科健診（父島）

定期予防接種 電話による無料法律相談

くらしの法律・税金相談、遺言相談（～8）

ＮＴＴ小笠原父島・母島の交換機工事 出港日

認定農業者申込締切

産科・婦人科専門診療（母島）

くらしの法律教室 高校図書館開放

出港日

高校図書館開放

入港日

産科・婦人科専門診療（父島～12、14、15） 母島乳幼児計測会

ヘルスアップ教室（父島）

ジョンビーチ方面遊歩道の通行止め

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習

育児学級　おやつの会（父島）

村民意見・提案・相談受付 出港日

入港日

粗大ゴミの日（母島）

満月の森であそび隊！開催 高校図書館開放

3
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29 金

28 木

月

26

23

7

31 日

30 土

土

27 水

火

日

25

18 月

19 火

20 水

木
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日

22

21

1 金

2
17 日

24

金

金

行　事　予　定日付 曜日

16 土

6

月

火

11 月

土

水

木

8

5
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10 日
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海の日




